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要
請
行
動
は
、
国
家
公
務
員

へ
の
賃
金
水
準
等
の
勧
告
を
行

う
人
事
院
に
対
し
て
、
給
与
制

度
か
ら
労
働
時
間
問
題
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
、
公
務
員

を
巡
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
関

東
甲
越
ブ
ロ
ッ
ク
に
結
集
す
る

各
組
織
の
実
態
に
触
れ
な
が

ら
、
住
民
の
く
ら
し
を
支
え
る

公
務
員
の
働
き
方
を
よ
り
よ
く

す
る
よ
う
要
請
す
る
の
が
目
的

で
す
。

は
じ
め
に
関
東
甲
越
ブ
ロ
ッ

ク
矢
吹
議
長
か
ら
要
請
書
と

「
中
堅
か
ら
高
齢
層
職
員
ま
で

の
大
幅
賃
上
げ
を
求
め
る
人
事

院
総
裁
あ
て
署
名
」を
手
交
し
、

そ
の
後
、要
請
の
趣
旨
を
説
明
。

物
価
高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ
勧

告
を
強
く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
地
方
組
織
、
県

事
務
所
の
代
表
か
ら
は
、
「
中

高
齢
層
の
賃
金
改
善
」
「
地
域

手
当
大
ぐ
く
り
化
で
新
た
な
矛

盾
が
生
じ
て
い
る
こ
と
」
「
非

正
規
職
員
の
処
遇
改
善
」
「
比

較
企
業
規
模
の
見
直
し
」
な
ど

発
言
が
あ
り
、
長
野
か
ら
は
、

「
寒
冷
地
手
当
基
準
見
直
し
と

支
給
額
改
善
」
に
つ
い
て
申
し

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
自
治
労
連
か
ら
は
、
若

年
層
な
ど
職
員
の
退
職
が
後
を

絶
た
な
い
状
況
に
あ
る
、
初
任

給
の
引
き
上
げ
だ
け
で
は
、
若

年
層
な
ど
職
員
の
退
職
を
つ
な

ぎ
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
賃

金
制
度
を
確
立
す
べ
き
と
強
く

要
請
し
ま
し
た
。

人
事
院
事
務
局
の
菊
地
総
務

課
長
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要

望
に
対
し
、
具
体
的
な
回
答
は

示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後

に
矢
吹
議
長
か
ら
、
「
人
事
院

は
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
機

能
を
果
た
す
べ
き
」
と
述
べ
、

要
請
行
動
を
終
え
ま
し
た
。

自
治
労
連
関
東
甲
越
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
（
以
下
、
関
東
甲
越

ブ
ロ
ッ
ク
）
は
6
月
13
日
、
人
事
院
事
務
局
に
対
し
て
賃
上
げ

等
を
求
め
る
「
2
0
2
5
人
事
院
勧
告
に
向
け
た
要
請
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。
要
請
行
動
に
は
、
関
東
甲
越
ブ
ロ
ッ
ク
に
結

集
す
る
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
茨
城
・
埼
玉
・
4
県
事
務

所
、
本
部
専
門
委
員
と
長
野
県
自
治
労
連
が
参
加
し
人
事
院
関

東
事
務
局
か
ら
立
野
総
務
課
長
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

わ
ず
か
2
カ
月
余
り
で
、
1

万
筆
を
超
え
る
署
名
を
集
約
で

き
た
の
は
、
ま
さ
に
職
場
で
奮

闘
す
る
職
員
の
怒
り
や
思
い
が

込
め
ら
れ
た
大
切
な
署
名
で
あ

っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
関
東
事
務
局
へ
提
出
す
る

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
、
単
組
・
局
支

部
に
連
絡
を
入
れ
、
「
1
筆
た

り
と
も
無
駄
に
し
な
い
」
と
の

意
気
込
み
で
集
約
し
続
け
ま
し

た
。
ま
た
、
関
東
甲
越
ブ
ロ
ッ

ク
の
仲
間
に
も
、
1
カ
月
を
切

る
と
い
う
短
い
日
程
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
た
結
果
が
結
び
つ
い
た
も
の

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

単
組
・
局
支
部
と
関
東
甲
越

ブ
ロ
ッ
ク
の
仲
間
か
ら
、
取
り

組
ん
だ
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

【
江
東
区
職
労
】

今
回
の
署
名
、
項
目
に
対
す

る
解
説
が
無
く
て
も
わ
か
り
や

す
く
、
訴
え
や
す
か
っ
た
。
チ

ラ
シ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
響
い
た

よ
う
だ
。

【
世
田
谷
区
職
労
】

役
員
の
中
で
の
意
見
と
し

て
、
職
場
か
ら
訴
え
て
き
た
こ

と
が
独
自
署
名
と
い
う
形
で
取

り
組
ん
で
く
れ
た
こ
と
は
運
動

を
す
る
上
で
励
み
に
な
っ
た

し
、職
員
に
訴
え
や
す
か
っ
た
。

今
ま
で
、
退
職
手
当
削
減
な

ど
、
大
き
な
問
題
が
浮
上
し
た

時
も
、
東
京
自
治
労
連
で
独
自

の
取
り
組
み
は
さ
れ
な
か
っ

た
。
今
回
、
自
分
た
ち
の
声
が

届
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
。

【
東
水
労
】

会
計
年
度
任
用
職
員
よ
り
一

時
金
の
金
額
が
低
す
ぎ
る
。
会

計
年
度
は
、
正
規
と
同
じ
月
数

な
の
に
、
再
任
用
は
な
ぜ
違
う

の
か
。
正
規
と
同
じ
支
給
月
数

に
し
て
ほ
し
い
、
と
一
時
金
の

逆
転
現
象
に
関
し
て
、
多
く
の

再
任
用
職
員
か
ら
、
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

所
沢
市
職
労
で
は
、
対
話
を

通
じ
て
多
く
の
署
名
を
集
約
し

ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
「
定
年
し
給

料
が
減
っ
た
が
、
仕
事
は
増
え

た
」
「
物
価
高
に
対
応
す
る
だ

け
の
賃
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
な

い
」
、
「
自
分
の
も
の
を
買
い

控
え
て
、
子
ど
も
に
ま
わ
し
て

い
る
」
。

中
堅
職
員
か
ら
も
切
実
な
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
「
60
歳

以
上
に
な
っ
た
時
に
、
大
幅
に

下
が
る
給
料
を
考
え
直
し
て
ほ

し
い
。
同
じ
仕
事
で
、
急
に
給

料
が
下
が
る
の
も
、
見
直
し
て

ほ
し
い
」
、
「
高
校
生
、
大
学

生
を
育
て
て
い
る
世
代
も
お
金

が
か
か
る
。
初
任
給
だ
け
で
な

く
、
全
て
の
職
員
に
目
を
向
け

て
ほ
し
い
」
な
ど
、
現
在
の
中

高
年
齢
層
職
員
の
賃
金
抑
制
政

策
に
怒
り
を
持
つ
組
合
員
・
職

員
の
切
実
な
声
と
共
感
が
寄
せ

ら
れ
た
と
言
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
独
自
で
署
名

に
取
り
組
ん
で
、
対
話
を
通
じ

て
、
共
感
を
し
て
も
ら
い
、
署

名
に
協
力
し
て
も
ら
え
た
こ
と

は
、
ま
さ
に
運
動
方
針
に
あ
る

「
職
場
の
声
を
要
求
に
つ
な
げ

る
運
動
を
す
す
め
よ
う
」
そ
の

も
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
こ
と
や
小
さ
な
こ
と

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
要
求
は
、
職

場
に
眠
っ
て
い
ま
す
。
対
話
を

通
じ
て
、
声
を
集
め
、
要
求
を

練
り
上
げ
、
当
局
と
交
渉
を
積

み
重
ね
、
実
現
し
て
い
く
取
り

組
み
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。そ

し
て
、
秋
季
年
末
闘
争
勝

利
に
向
け
て
、
と
も
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
‼

20
日
投
票
で

行
わ
れ
た
参
院

選
で
は
、
消
費

税
を
め
ぐ
る
議

論
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
が
、
憲

法
を
巡
る
議
論
は
低
調
だ
っ
た

▼
と
こ
ろ
が
参
政
党
が
驚
く
べ

き
憲
法
「
構
想
案
」
を
5
月
に

発
表
▼
こ
の
案
で
は
、
国
民
主

権
が
国
家
主
権
に
逆
転
、
憲
法

に
国
民
の
要
件
を
「
日
本
を
大

切
に
す
る
心
を
有
す
る
」
と
規

程
▼
更
に
、
法
の
下
の
平
等
、

個
人
の
尊
重
・
幸
福
追
求
権
、

思
想
・
良
心
、
宗
教
、
表
現
、

職
業
選
択
の
自
由
の
規
定
を
削

除
、
政
教
分
離
原
則
の
削
除
な

ど
国
民
の
基
本
的
人
権
規
定
を

削
除
▼
そ
の
一
方
天
皇
の
元
首

化
、
教
育
勅
語
、
君
が
代
国
歌
、

国
民
は
日
本
を
守
る
義
務
▼
こ

の
案
は
、
国
民
主
権
と
国
民
の

基
本
的
人
権
を
否
定
し
、
「
憲

法
は
権
力
を
縛
る
た
め
」
に
あ

る
と
い
う
立
憲
主
義
の
基
本
を

否
定
し
、
国
家
に
国
民
を
従
属

さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
▼

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ

の
党
の「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」

は
、
単
な
る
排
外
主
義
だ
け
で

な
く
、
復
古
主
義
的
な
、
国
家

を
中
心
と
し
た
道
徳
的
・
精
神

的
価
値
の
統
一
を
志
向
す
る
点

で
、
ト
ラ
ン
プ
の
「
ア
メ
リ
カ

フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い
う
国
家
利

益
論
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る

▼
こ
の
よ
う
な
と
ん
で
も
な
い

憲
法
案
を
、
マ
ス
コ
ミ
が
都
議

選
・
参
院
選
と
い
う
重
要
な
判

断
時
期
に
有
権
者
に
伝
え
な
か

っ
た
責
任
は
あ
ま
り
も
大
き
い

と
い
わ
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

人
事
院
関
東
事
務
局
に

2
0
2
5
年
人
事
院
勧
告
に
向
け
要
請

『全職員に賃上げを』『全職員に賃上げを』

1万3千539筆の集約した署名を関東事務局に提出

「中堅から高齢層職員までの
大幅賃上げを求める人事院総裁あて署名」

東京・関東甲越で
1万3539筆提出
東京・関東甲越で
1万3539筆提出

人事院関東事務局に提出人事院関東事務局に提出

自
治
労
連
埼
玉
県
本
部

自
治
労
連
埼
玉
県
本
部

所
沢
市
職
労

所
沢
市
職
労

「
2
0
2
5
人
事
院
勧
告
」
に
向
け
た
要
請
書
を
人
事
院

事
務
局
に
渡
す
矢
吹
委
員
長
（
上
写
真
の
左
）
と
参
加
す

る
自
治
労
連
関
東
甲
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
（
下
）

＆
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Ｄ
Ｘ
予
算
、
都
政
予

算
の
４
％
超
に
拡
大

東
京
都
は「
シ
ン
・
ト
セ
イ
」

戦
略
に
基
づ
き
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
関
連
予
算
を
急
拡
大
し

て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
度
2

3
3
4
億
円
（
前
年
度
比
＋
34

・
3
％
）
、
2
0
2
3
年
度
2

7
5
8
億
円
（
＋
4
2
4
億

円
）
、
2
0
2
4
年
度
3
3
7

1
億
円
（
＋
6
1
3
億
円
）
と

毎
年
数
百
億
円
単
位
で
積
み
増

し
、
2
0
2
5
年
度
に
は
一
般

会
計
の
約
4
％
台
に
達
す
る
見

込
み
で
す
。
予
算
の
伸
び
は
他

分
野
を
上
回
り
、
都
政
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
化
の
本
気
度
を
示

し
て
い
ま
す
。
東
京
都
は
、
業

務
の
効
率
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
Ｄ
Ｘ
予
算
拡
大
の
主
な

狙
い
と
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

実
態
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

有
期
雇
用
が
増
加

2
0
2
1
年
3
月
に
公
表
さ

れ
た
「
シ
ン
・
ト
セ
イ
」
戦
略

は
、
都
政
の
デ
ジ
タ
ル
転
換
を

数
値
目
標
と
と
も
に
明
示
し
て

い
ま
す
。
常
勤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
職
を
配

置
す
る
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
局

が
2
0
2
1
年
4
月
に
新
設
さ

れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
出
身
の
専
門

人
材
も
特
定
任
期
付
き
で
登
用

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
任
期

は
単
年
度
更
新
で
最
大
7
年
と

い
う
有
期
契
約
が
主
で
す
。
2

0
2
3
年
度
末
に
は
課
長
級
24

名
が
都
を
退
職
し
、
16
名
が
外

郭
団
体
「
Ｇ
ｏ
ｖ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
東

京
」
へ
移
籍
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
経
験
と
知
識
の
継
承
が
乏
し

く
な
る
懸
念
材
料
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｇ
ｏ
ｖ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
東
京
は
2

0
2
3
年
7
月
に
一
般
財
団
法

人
と
し
て
設
立
さ
れ
、
2
0
2

5
年
度
に
は
41
億
円
か
ら
46
億

円
へ
と
予
算
が
増
額
さ
れ
ま
し

た
（
Ｇ
ｏ
ｖ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
東
京
2

0
2
5
年
事
業
計
画
）
。
し
か

し
、
専
門
職
は
す
べ
て
有
期
契

約
（
現
状
最
大
5
年
）
、
年
収

は
約
1
0
0
0
万
円
と
高
い
一

方
、
無
期
雇
用
へ
の
移
行
を
回

避
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
都
か
ら
移
籍
し

た
専
門
職
員
は
雇
止
め
さ
れ
、

東
京
都
に
は
人
材
が
残
ら
な
い

の
で
す
。

募
集
は
都
公
式
デ
ジ
タ
ル
人

材
サ
イ
ト
で
都
職
員
と
並
列
に

行
わ
れ
て
お
り
、
高
収
入
か
つ

有
期
雇
用
が
明
示
さ
れ
な
い
求

人
設
計
に
よ
り
、
有
期
雇
用
を

選
び
や
す
い
構
造
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
雇
用
形
態
は
継
続
的

な
運
営
や
経
験
継
承
を
難
し
く

す
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
活
用
と「
手
取

り
時
間
」の
乖
離

2
0
2
5
年
度
予
算
で
は
、

Ａ
Ｉ
関
連
費
に
1
8
1
億
円
を

計
上
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
手

取
り
時
間
の
増
加
（
年
間
6
日

分
）
を
う
た
っ
て
い
ま
す
（
都

予
算
概
要
）
。
し
か
し
、
都
職

員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
1
時
間

以
上
の
短
縮
」
が
11
％
に
と
ど

ま
り
、「
ほ
と
ん
ど
実
感
な
し
」

が
32
％
と
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
時
短

効
果
を
感
じ
る
職
員
は
わ
ず
か

で
す
。
費
用
対
効
果
に
課
題
が

見
ら
れ
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
効

率
化
と
住
民
利
便
性
の
向
上
は

魅
力
的
で
す
。
し
か
し
、
有
期

雇
用
に
よ
る
人
材
流
動
化
、
行

政
の
一
貫
性
や
サ
ー
ビ
ス
の
質

維
持
、
個
人
情
報
と
主
導
権
の

帰
属
に
つ
い
て
は
慎
重
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

全
労
連
は
、10
月
11
〜
13
日
、

「
労
働
運
動
交
流
集
会

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ
ｒ
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｃ
ｏ
ｌ

ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
（
レ
イ
バ
ー
・
ユ
ニ

オ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
）
通
称
�
レ

バ
カ
レ
2
0
2
5
�
」
を
ビ
ジ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
東
京
・
京
橋
に

て
開
催
し
ま
す
。

「
運
動
は
頑
張
っ
て
い
る
が

仲
間
が
増
え
な
い
」
「
要
求
実

現
が
実
感
で
き
な
い
」
「
活
動

に
参
加
し
て
も
ら
え
な
い
」
な

ど
、
日
常
の
組
合
活
動
や
組
織

作
り
の
「
モ
ヤ
モ
ヤ
」
を
何
と

か
し
た
い
。
そ
ん
な
悩
み
や
思

い
を
交
流
す
る
�
当
事
者
参
加

型
集
会
�
で
す
。
変
化
を

起
こ
し
て
い
る
仲
間
の
成

功
事
例
に
学
び
、
あ
な
た

の
職
場
を
変
え
る
ヒ
ン
ト

や
勇
気
が
湧
い
て
く
る
集

会
を
、
全
国
か
ら
参
加
す

る
仲
間
の
力
で
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

レ
バ
カ
レ

2
0
2
5

の
詳
細
は

近
日
発
表

し
ま
す
。

全労連（全国労働組合総連合）は、1989年労働者
の切実な要求実現とはたらく人々の希望に輝く未来を

つくるために結成された、たたかう労働組合のナショナルセンター（全
国組織）です。あらゆる産業、あらゆる雇用形態の労働者が、18の産
業別労働組合や47都道府県にある地方・地域労働組合を通じて加盟し
ています。非正規労働者や女性労働者、フリーランス労働者などの加
入も増え、全国90万人を超える組合員を有しています。

物
価
高
騰
以
上
の
賃
上
げ
を

物
価
高
騰
が
続
き
、
家
計
の

や
り
く
り
が
大
変
で
す
。
少
し

で
も
賃
金
ア
ッ
プ
す
る
事
を
願

っ
て
い
ま
す
。

（
世
田
谷
区
職
労

上
祖
師
谷

保
育
園

水
津
恵
子
）

職
場
の
交
流
を
取
り
戻
し
た
い

コ
ロ
ナ
対
応
が
な
く
な
り
、

い
ま
ま
で
の
業
務
に
戻
っ
た
。

し
か
し
、
分
断
し
た
業
務
へ
の

後
輩
継
承
も
分
断
し
た
ま
ま
。

色
々
な
こ
と
を
言
い
合
え
る
楽

し
い
仕
事
が
し
た
い
。

（
都
庁
職
衛
生
局
支
部
、
南
多

摩
保
健
所

小
野
英
樹
）

楽
し
み
（
笑
）

毎
回
楽
し
み
に
や
っ
て
い
ま

す
！
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
が
楽
し
み

で
仕
事
を
乗
り
切
っ
て
ま
す

（
笑
）

（
江
東
区
職
労

こ
ど
も
家
庭

支
援
課

東
條
圭
太
）

旅
行
で
復
興
支
援
を

先
日
観
劇
の
為
能
登
に
行
き

ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
な
ら
一

日
休
み
を
と
っ
て
能
登
を
回
り

た
か
っ
た
で
す
。
ま
だ
、
屋
根

瓦
が
崩
れ
た
ま
ま
の
家
が
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
と

り
あ
え
ず
石
川
県
で
お
金
を
使

っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
石

川
へ
遊
び
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

金
沢
駅
前
は
外
国
人
含
め
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

（
公
共
一
般
世
田
谷

金
子
八

千
代
）

自
分
時
間
は
大
事

最
近
異
動
し
た
ば
か
り
で
不

慣
れ
な
中
で
す
が
、
年
少
さ
ん

と
年
長
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
も

大
分
落
ち
着
い
て
自
分
時
間
が

出
来
た
の
で
朝
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自

分
時
間
を
と
る
こ
と
は
本
当
に

大
事
で
す
ね
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
本
日
も
一
日
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

（
世
田
谷
区

防
災
街
づ
く
り

課

北
谷
尚
子
）

無
理
し
な
い

仕
事
は
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て

頑
張
り
ま
す
！
や
る
時
は
や
る

抜
く
時
は
抜
く
！
自
分
の
時
間

を
大
切
に
！
無
理
し
な
い
！

（
足
立
区
職
労

公
園
維
持
課

滝
沢
圭
佑
）

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
、
頑
張

り
ま
す

5
月
よ
り
1
年
半
の
育
休
を

経
て
、
復
職
し
ま
し
た
。
復
職

2
日
目
で
子
ど
も
の
発
熱
に
よ

り
看
護
休
暇
…
引
き
続
き
同
僚

の
方
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

う
か
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
で

も
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
！

（
目
黒
区
職
労

区
民
生
活
部

戸
籍
住
民
課

大
島
美
希
）

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
と
雇
用
流
動
化
に
よ
る
行
政
改
革
の
行
方

デ
ジ
タ
ル
を
梃
子
に
し
た
雇
用
の
流
動
化
・
民
間
化

デ
ジ
タ
ル
を
梃
子
に
し
た
雇
用
の
流
動
化
・
民
間
化

デ
ジ
タ
ル
を
梃
子
に
し
た
雇
用
の
流
動
化
・
民
間
化

東京都「シン・トセイⅩ 都政の
構造改革ＱＯＳアップグレード戦
略2．0」16頁

東京都「令和7年度東京都予算の
概要」8頁
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〈中〉

参
加
者
と
つ
く
る
75
の
分
科
会

参
加
者
と
つ
く
る
75
の
分
科
会

たたかう労働組合のバージョンアップを学ぼうたたかう労働組合のバージョンアップを学ぼう
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「
対
話
と
学
び
あ
い
」で
実
践
交
流
す
る
3
日
間

「
対
話
と
学
び
あ
い
」で
実
践
交
流
す
る
3
日
間全労連って

どんな組織？
全労連って
どんな組織？

＆


